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IOYR5/3 にぷい黄褐色

JOYR7/3 にぶい黄橙色

IOYR4/3 にぶい黄褐色

JOYR5/4 にぶい黄褐色

10YR5/3 にぶい黄褐色
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粘土 黄橙色粘土をプロック状に含む

粘土 黄橙色粘土を少址含む

粘土

粘土

粘土 炭化物、 焼土を含む

粘七 黄橙色粘土を斑点状に含む

粘土 焼土、 炭化物を含む

粘土 炭化物が中心で褐色土を含む

粘土

第198図 S12084 平・断面図

内外面に黒色の付着物が認められる土師器C-938坪（第197図11)、 形態的な特徴の類似した土師器C-936杯（第197

図13)などが出土している。

SA2035材木列、 SK2078土坑に切られている。

この他に第61次調査区のSI805竪穴住居跡（第199図）もすべてのI期官術の遺構に切られているが、 遺構の残存状

況が極めて悪い上に、 遺物も図化可能なものが須恵器E-269平瓶（第200図l)のみなので、 ここでは上記の竪穴住

居跡とは記載の方法を変更した。 また本節の『3. その他』でSB426建物跡との関連で取り上げるS1441 · 444竪穴

住居跡についても、 遺構の検出状況や遺物の出土状況から記載の方法を変更している。

これらの竪穴住居跡のほかに遺構の検出状況や出土遺物から、 確実にI期官術以前に位置付けられない遺構は取

り上げなかった。 第79次調査区のSIl209竪穴住居跡は、 出土した土師器坪の特徴は類似するが遺構の全容が明らか

でないことと、 II期官面の遺構とは重複するが、 I期官術の遺構とは璽複がないことに留意した。 同じく第102次
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I期官術の遺構であるSA272 · 1380材木列、 ならびにII期官術の遺構であるSB1395 · 1370建物跡、 SA1365材木

列に切られている。

このような形状の溝跡は、 同調企区で西に隣接するSD1372溝跡や、 第65次調査区のSD1108 · 1115 · 1127円形周

溝などがあり、 遺跡内で少数発見されている。 このうちSD1108 · 1115円形周溝は寺院東方建物群を構成する掘立

柱建物跡を切っており、 II期官術以降の時期のものである。 SD1127円形周溝は官術の遺構との重複がなく、 出土

遺物にも年代を検討出来るものが含まれていないので詳細を明らかに出来ない。 第96次調企区で発見された

SD1367 · 1372溝跡は、 I期官術の遺構に切られており、 官術が造られる以前の遺構である。 また全容を検出して

いないので断定は出来ないが、 SD1367溝跡は直径で30m、 SD1372溝跡は直径で15m程の円形周溝となる可能性が

高い。 他の円形周溝はSD1108が直径6.8m、 SD1115が直径8m、 SD1127が直径9 ~12mの楕円形となり、 SD1367 · 

1372両溝跡から推定される円形周溝とは規模の点で大きく異なっている。 とりわけSD1367溝跡は直径30mであり、

仙台平野で7世紀前半代の円墳とされている墳丘径32mの法領塚古墳に匹敵する大きさとなっている。 しかし調査

時にこれら溝跡の全体を把握できなかったことと、 溝跡周辺から墳丘の積み土や石室の石材などが全く発見されな

かったため、 古墳とは断定しなかった。 現在もその見解を継承するが、 削平された古墳の可能性を否定するもので

はない。 今後、 溝跡の延長部分で調査が実施され、 墳丘や石室の痕跡が発見されるのを待って判断したい。

むしろここで注目したいのは溝跡からの出土遺物である。これらは人為的に埋め戻された土層から出土している。

年代については土師器杯の形態などからは年代観をしぽり込むのに難しい点があるが、 須恵器平瓶を重視するなら

ば溝跡が埋め戻されたのは7世紀の第3四半期頃と考えられた （註26)。 これらの遺物が徐々に埋没する溝の中に

入り込んだのではなく、 人為的に埋め戻された土層の中に入り込んでいるのである。 その溝跡が全てのI期官術の

遺構に切られている事を考えれば、 I期官術南辺の造営に伴い溝跡が埋め戻されたと考えることが出来る。 よって

このSD1367溝跡の出士遺物が、 I期官術南辺の造営に伴って入り込み、 その時期を示している可能性が高いと考

えている。

S1289竪穴住居跡（第24次•第75図）

床面まで削平が及び、 東半は消失していた。 南北5.6m、 東酉も主柱穴の配置からほぼ5.6mと推定される正方形

である。 最も残りの良い西壁でN-12
°

-Eの方向である。 床面は貼床で、 西壁中にカマドがあったと想定される

が、 削平のため詳細は不明である。 主柱穴は4つあり、 壁からlOO~llOcm離れ、 柱間寸方は340~350cmである。

柱穴は直径60~70cmの不整円形で、 深さは50cm程、 柱痕跡は直径15~20cmである。

遺物は床面上から士師器C-176 · 178 · 191 · 192杯、 C-180高杯、 C-193 · 195 · 196甕、 須恵器E-117 · 118蓋、

E-130坪などが出士している。

士師器C-176坪（第207図3)は、 口縁部が直立気味に短く立ち上がり、 体部と口縁部の境に顕著な稜が形成され

ている。 外面は口縁部付近がヨコナデ、 体部から底部がヘラケズリ、 内面はヨコナデの後にヘラミガキが施されて

いる。 C-178坪（第207図4)は、 半球形で口縁部付近に屈曲があり、 体部から底部にかけてヘラケズリで内面は不

明瞭ではあるがナデが施されている。 C-191杯（第207圏6)は口縁部と体部の境に明瞭な段を有し、 口縁部は内弯

しながら立ち上がっている。 外面の口縁部がヨコナデ、 底部がヘラケズリ、 内面はヘラミガキの後、 黒色処理され

ている。 C-192杯（第207図5)は小型で、 外面に段や稜を持たず、 口縁部にかけて直線的に外傾している。 外面の

口縁部から体部がヨコナデ、 底部がヘラケズリ、 内面はヘラミガキの後、 黒色処理されている。 C-180高坪（第207

図8)は柱状の脚部と内面黒色処理された杯部を有している。

土師器C-193甕（第207図7)は、 砲弾形をし、 外面の口縁部付近がヨコナデ、 体部がハケメの後にナデ、 内面は

ヘラナデが顕著である。 C-195甕（第207図11)は、 同じく砲弾形をし、 外面の口縁部付近がヨコナデ、 体部にヘラ

ケズリが施され、 下半に火熱を受けた跡がある。 内面はヘラナデが施されている。 C-196甕（第207図10)は長胴形

233 











238 

［土師器分類(1) J 

杯

A:内面が黒色処理されるもの

I 外面の口縁部と体部の境に段や稜を有し、 口縁部が外反気味に外傾するもの

II 外面の口縁部と体部の境に段や稜を有し、 口縁部が直線的に外傾するもの

1 段や稜の位置が上部にあるもの a 内面のみが黒色処理される b 内、 外面とも黒色処理される

2 段や稜の位置が中位にあり、 内面のみが黒色処理される

3 段や稜の位置が下部にあり、 内面のみが黒色処理される

m 外面の口縁部と体部の境に段や稜を有し、 口縁部が内弯気味に立ち上がるもの

1 段や稜の位置が中位にあり、 内面のみが黒色処理される

2 段や稜の位置が下部にあり、 内面のみが黒色処理される

w 外面の口縁部と体部の境に段や稜を有さないもの

1 半球形のもの a 内面のみが黒色処理される

b 内、 外面とも黒色処理される 小形

II 大形、 いわゆる婉を含む

2 非半球形のもの a 内面のみが黒色処理される

b 内、 外面とも黒色処理される(I~Nは丸底か丸底風の底部）

v 外面の口縁部と体部の境にゆるい稜を有し、 平底を呈する

B:内面がナデ調整されるもの

I 口縁部の外面に沈線状の凹みがある

II 口縁部の外面に「く」の字状の屈曲がある

m 口縁部が短く直立気味に立ち上がるもの

l 薄手のもの 2 厚手のもの

w 口縁部に屈曲がないもの

1 半球形のもの 2 内弯するもの

V 口縁部が直線的に内側に傾くもの

VI 口縁部が直線的に外側に傾くもの

C:A、 Bいずれとも特徴の異なるもの

I 胎士、 調整技法から畿内産土師器と考えられるもの

1 B音文のあるもの 2 B音文のないもの

II 口縁部の内面に沈線状の屈曲があり、 内面が赤彩されるもの

III 口縁部が内側に傾くか、 直立するものが多く、 稀に漆が塗られ黒色を呈するものがある

1 口縁部が内側に傾くもの

a 内面の調整が主にナデのもの b 内面の調整が主にヘラミガキのもの

2 口縁部が直立するもので、 内面ヘラミガキが施されるもの

3 口縁部が外側に傾くが、 漆が塗られ黒色を呈するもので、 内面ナデ調整のもの

w 直接的に須恵器の模倣と考えられるもの

v 小形品、 あるいは特殊なもの

1 小形品 2 特殊
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